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7．肝硬変の経過中に発育した原発性肝細胞癌症

　　例の核医学的考察
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　肝癌は，近年，各種検査法の発達により，以前

に比べると早く発見されるようになったが，いま

だ満足のゆく状態ではない．

　今回われわれは，慢性肝炎および肝硬変症の経

過中に肝癌と診断された症例について，肝シンチ

グラム，α一fetoProtein，　angiography，腹腔鏡検査

の成績を追跡し，肝癌の早期診断におけるこれら

の検査法の有用性と，現時点での限界について検

討したので報告した．また，現在われわれが，新

しいmarkerとして用いているβ2－microglobulin

についても，あわせて述べた．

8．67Ga－citrateスキャンで集積を認めた肝腺腫

　　と劇症肝炎の各1例
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　〔症例1〕　76歳，女性．経口避妊薬の服用経験

なし．心窩部痛のため入院，上腹部に球状腫瘤を

触知し，AFP，　CEA正常．金コロイドによる肝シ

ンチで左葉中央部に円形の欠損を認め，その部に

一
致して67Ga－citrateで集積を認めた．手術によ

り肝左葉裏面の被膜で明瞭に境された6・5×7×6

cmの充実性の腫瘍を摘出した．組織診断は肝細

胞腺腫であった．なお胆嚢結石を合併していた．

　〔症例2〕　21歳，女性．B型肝炎で発症し，1

カA後意識障害を発現し，血中GOT，　GPT，ビリ

ルビン，アンモニア，AFP値のピークを経て軽快

した亜急性型の劇症肝炎である．発症後2カ月の

99mTc－Snコロイドによる肝シンチで右葉の上外

側背面よりに欠損を見，67Ga－citrateでその部に

強い集積を認めた．さらに，2か月後は両者共正

常分布となった．発症3カ月後の腹腔鏡像で萎縮

と塊状再生結節を認めたが，欠損部位は広範な肝

細胞壊死部における病変と関係があると考えたい．

9．肝疾患における血清胆汁酸cholylglycine（CG），

　sulfolithocholylglycine（SLCG）の臨床的意義
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　肝疾患時のCG，　SLCG値の臨床的意義を明ら

かにするため，経時的測定，内因性胆汁酸負荷試

験（ダイアン頼粒またはセルレイン筋注），また，

経皮経肝門脈カテーテル（PTP）を用い，門脈，上

腸間膜静脈，脾静脈血中胆汁酸を測定し，末梢静

脈血中胆汁酸濃度と比較した．

　Abott社製CG，　SLCG　RIA　kitを使用した．

　CGは変動幅が大きく急性肝炎，肝内・肝外閉

塞性黄疸で特に高値を示した．肝機能検査との相

関を見るとCG，　SLCGともにS－Bilirobin，　LAP

と高い相関を示した．PTPではCG濃度は上腸

間膜静脈〉門脈〉末梢血〉脾静脈の順を示す症例

が多かった．SLCGは各静脈間でほとんど差がな

く，cross－reactivityなどさらに検討が必要と思わ

れた．
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